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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は1週間を通してみると対米ド

ルでほぼ横ばいでの推移となる一方、対円では上昇と

なりました。またトルコの2年国債金利は低下となりまし

た。4月の消費者物価指数については前年同月比で

+11.87％と、衣料品価格や食料品価格などの上昇を

背景に、前月からさらなる加速を見せました。4月末に

発表された四半期インフレ報告書では、中央銀行は

2017年のインフレ率の予想を8.5％としています。また

4月の国民投票で改憲が認められ、大統領の政党所

属が可能となったことを受けて、エルドアン大統領は

AKP（公正発展党）に復党しました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（円/トルコ・リラ） （トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は3月の経常収支の発表が予定されています。
5月3日（現地）にはロシアのプーチン大統領とエルド
アン大統領が会談を行い、ロシアがトルコからの輸入
品目に課していた制裁の多くが解除されました。トルコ
がロシア軍用機を撃墜したことで高まった、外交的な
緊張の影響はほぼ無くなったと考えられます。また週
末にはフランス大統領選挙でマクロン氏が勝利したこ
とを受けて、EU（欧州連合）での混乱が回避されるとの
見通しから、リスクセンチメントの改善が見込まれ、今
週のトルコ金融市場は堅調な推移となりやすいと予想
します。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し

【2017年4月29日～2017年5月5日までの推移】

（2017年4月7日～2017年5月5日）

【トルコ 金利推移】
（2017年4月7日～2017年5月5日）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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